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１ はじめに 

本実践を行った西保見小学校は、全校児童の約６割がブラジル人を中心とする外国籍児童である。子

どもたちの日常生活は多文化共生体験そのもの。本学級も後期は外国籍児童が半数近くなった。学級は

５年生の時からの持ち上がりだが、当初は次のように日本人児童と外国籍児童が対立する状態だった。 
    
日本人児童の声                      ブラジル人児童の声 
 
 
 
 
 
 
違いが原因でぶつかり合うのは自然なこと。でも、違いにはポジティブな面もある。「違いがあるか

らおもしろい！」「違いがあるから助け合える！」ことを実感してほしい。違いを認め合い、生かし合

いながら、よりよい社会を築く力をつけてほしい。このような多文化共生力を育てたい。 
「ブラジル・日本の遊びを楽しもう」、「ブラジルのビリンバウを楽しもう」、「日本のわらべ歌で遊ぼ

う」、「ブラジル料理を作ろう」など、１年生から４年生までも、お互いの文化を知り、絆を深める活動

は行ってきた。その都度、日本人児童と外国人児童は歩み寄りを見せる。しかし、すぐに離れる。本当

の多文化共生力を育てるには、長期間、継続的、体系的に実践を続ける必要性を痛感した。そこで、平

成２３年度は、「多文化共生： 誇り・心・希望を広げよう！」を研究テーマとして、関連して

いる教科・領域・行事・学級経営すべてを生かし、年間７０時間を使って、実践を行った。 
 

２ 実践の様子 

 ２－１ 「誇りをもって生きよう！」  
 ① 学校のよさを宣伝しよう！（国語） 

 国語科のこの単元では、ネガティブにとら

えられたことを、ものの見方を変えて、ポジ

ティブに考えるスキルを学び、「誇り新聞」を

作った。例えば、右の「誇り新聞」では、本

校のよさを「いろんな文化や国籍の子がいて、

みんなで学び合い．．．高め合っているところ。

外国の子は明るく、積極的で、おもしろい．．．

日本の子はとても、めんどうみがよく、いろ

んなことを教えています。」と日本人のＡ児が

表現している。このように、本校に外国人児

童が多いことのプラスの側面を

紹介していた児童が約３分の１

いた。 
② 保見の史跡を訪ねて、地元の誇りを見つけ

よう！（社会） 
 社会見学で、地域の史跡巡りを行った。「自

分たちの暮らしている地域を学ぶのはとても

ブラジル人は、いつもブラジル人同士で

固まってポルトガル語で話している！ 

授業中におしゃべりをしたり、給食の準

備の手伝いもしない。ルールや約束を守

らないで、わがまま！ 

日本人は、日本人だけで内緒話をしてい

る！ 日本語を早口で話すから話に入

れない。がんばって日本語で話してい

て、上手く言えないとき、「もういい」

って言われた。優しくない！  

オスピタリダー

ジ（歓迎の心） 
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４つのコーナー 

面白いし、自分たちの誇りにもなる。」「保見に古墳があるこ

とを誇りに思う。」という児童の感想があった。 
 
 
 
 
  
③ 自分の文化の誇りを見つけよう！（総合） 

 まず、アイデンティティ・フラワーを使って、児童は、「自

分らしさとは何か」ということに関して、視点を広げて考えた。

日系ブラジル人のＢ児は、「Ｂ（自分の名前）、妹、日系人、サ

ンバ笛を吹く人、教会に行く人、西保見小の６－１、先生にお

こられる人、みんなの友達、楽しい人．．．」という右図のアイ

デンティティ・フラワーを書いた。 
 次に、「日本人／ブラジル・ペルー・フィリピン人としての

誇りはどれくらい？」という質問を投げかけて、「とても誇り

に思う」「まあまあ誇りに思う」「あまり誇りに思わない」「全

く誇りに思わない」という、「４つのコーナー」のいずれかに

移動する活動を行った。１１名の外国人児童の中で、９名が

「（ブラジル・ペルー・フィリピン人であることを）とても誇りに思う」コーナーにいた。一方、１５

名の日本人児童の中で、４名だけが「（日本人であることを）

とても誇りに思う」コーナーに、１１名が「まあまあ誇り

に思う」コーナーにいた。日本人のＣ児は次のような感想

を書いた。 
  
 
 
 
 「自分の国の誇りを考

えよう（予想しよう）」

という活動を、ＫＪ法を

用いて行った。ブラジル

の誇りとしては、「仲間、

笑顔、明るさ、積極的」

というキーワード。日本

人の誇りとしては、「礼

儀、信用、助け合い、優

しい（気配り）、和」と

いうキーワードが浮か

び上がった。 

・古墳の中は、夏は涼しく、冬は暖かく、すごいいい気持ちが伝わってくる。 
・神社は神様にお祈りをするところで、私は神様のことを信じているので、すご

くうれしかった。 
・伊保古城跡には昔のリーダーがいて、私がそこにいたのでうれしかった。 
・神社に行き、いやなことがなくなる水を手にかけたらすっきりした。 
                     （すべて、外国人児童の感想） 

Ｂ 

まあまあ誇りに思う 

・日本人児童  １１人 
・外国人児童   １人 

全く誇りに思わない。 

・日本人児童  ０人 
・外国人児童  １人 

とても誇りに思う 

・日本人児童  ４人  
・外国人児童  ９人 

あまり誇りに思わない。 

・日本人児童   ０人 
・外国人児童   ０人 

ブラジル人Ｂ児のアイデンティティ・フラワー 

 

・ブラジルの人は、みんなが自分の文化に誇りをもっていて、「いいな」と

思いました。日本人はクラスの３０％ぐらいしか誇りをもっていなかっ

たから、日本人も自信をもって、「誇りがある」と言えたらいい、と思い

ます。ブラジルの人と日本人と真逆で、明るくて、おおらかで、何もか

も許すから、ぼくはブラジルが好きです。  （日本人Ｃ児の感想） 
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 そして、ＪＩＣＡ中部の教師海外ブラジル研修における取材に基づいて作成したパワーポイントの教

材を使って、ブラジル人がどのようなことを誇りに思っているかを伝えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 授業感想で、日本人のＨ児は、クラスのブラジルの子からも、ブラジル人の誇り「オスピタリダージ： 

歓迎の心」をよく感じられると書いた。ブラジル人Ｇ児は「ブラジル人は歓迎してくれる．．．積極的で

すごい」と自国の誇り、オスピタリダージに感心をし、自分もその誇りを育みたいという意欲を感想で

述べていた。 
また、日系人の誇りを深く理解するために、

「その時、歴史は動いた： 移民は共存共栄の事

業なり～ブラジル移民 100 年」というＮＨＫの

テレビ番組を視聴した。日本人のＤ児は、ブラジ

ルで、日系移民が「まじめに働いた」おかげで、

「Japones Garantido ジャポネス・ガランチー

・ ブラジルの誇りの勉強では、みんな、いろんな人を歓迎するところが誇りと言っていました。ブラジルの人がいろんな価値

観を受け入れてくれたり、日本の移民の人が一生けん命、働いてくれたりしたので、日本が信頼される国になって、それはとて

も感謝したいです。今、西保見小で、ブラジルの子やペルー、フィリピンの子などいろんな子がいるけど、それも当たり前では

なく、「周りを豊かにしてくれる大切な存在だなぁ」と思います。（日系人の子は性格とかすごいなとよく思う） 
（日本人Ｅ児の感想） 

・ 歓迎する心は、クラスのブラジル人から、よくわかります。例えば、私が転校してきたときも、ブラジルの子は、すごくうれし

そうにしてくれたり、まっさきに、自己紹介などをしてくれました。うれしかった。          （日本人Ｈ児） 
・ ブラジル人のみんなはすごく心が広くて、やさしくていいなと思いました。困っていたら、ぜったいに助けてくれるから、ブラ

ジル人はすごい。Ａｍｏｒ（愛）も大事にしているから、やっぱりすごい。ブラジルの生活にはすごく歓迎があって感動した。

ブラジルに興味をもち始めて、いつかブラジルに行ってみたいなと思いました。            （ペルー人Ｆ児） 
・ ブラジル人は、日本人が自分の国に来たらすごく、かんげいしてくれるのですごいなぁと思いました。あとブラジル人は、積極

的なのですごいなと思いました。これを見て、自分はオスピタリダージの心をもっともっとつけたいです。（ブラジル人Ｇ児） 

ＮＨＫテレビ番組「その時、歴史は動いた： ブラジル移民１００年」 

４ 



 
 

「日系人は、２つ、３つの価値観をもつ、周りを豊かにする存在」 私は、

もっともっとこのことを知ってもらいたいと思います。日本人だけで作ったものに、

外国の子の考えが入れば、よりよいものができると思います。クラスでもやっぱり、

日本の子が考えることと、外国の子が考えることは少し違うと思います。それを上手

に混ぜることで、仲のいいクラスができると思います。それに、日系人の子は、母

国のラテン系の文化もあって、日本の文化もあって、先生が言ったみたいに、日本人

と違うと思います。それは、それで、おもしろいです。（日本人Ｄ児の感想） 

ド： 日本人なら信用できる」という評価を得ていることを知り、自分の誇りが増えたという感想を書

いている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
さらに、日系人の誇りに関す

る理解を深めるために、教師海

外研修の取材をもとに作成した

パワーポイントの教材を使って

プレゼンテーションを行った。

ブラジル・ペルーの１０名の児童は全員日系人である。これまで自分をブラジル人、ペルー人と呼んで

いたが、この授業の後、自分のことを「私は日系人！」

として言及することを聞くようになった。ブラジルに

おける日系人のポジティブなイメージに誇りを感じ

たためだと思われる。また、日本人のＤ児は、日系移

民のテレビ番組の中の「日系人は２つ、３つの価値観

をもつ、周りを豊かにする存在」という話とプレゼン

テーションを結び付けて、日系文化とラテン系の文化

を併せ持つブラジル・ペルー人児童のよさについて感

想の中で語っていた。 
東日本大震災の時の日本人の行動に関して、世界

中から、ツイッターで、賞賛の声が寄せられた。この

情報も日本人の誇りを育むために、授業で紹介した。

「世界中を豊かにしたい！！」そう思う人は、たくさんいると思います。私もその１人です。ただ、「豊かにしたい！！」と思うこと

はとても簡単です。水野龍さん、鈴木貞次郎さんは「移民」という形で、行ったのです。とても、すごいことだと思います。「Japones 

Garantido 日本人なら信用できる」この言葉を聞いたとき、私は、日本の誇りがもっと増えました。鈴木貞次郎さんが見本

の日本人の資質、「まじめに働く」これがブラジルへの移民へのポイントだと思います。日本人の「まじめに働く」がなかったら、ブ

ラジル人は（すべてを自分でしなければならないので）仕事が大変。どちらも苦しくて、水野龍さんが望んだ「共存共栄」にはなら

ないと思います。私は「さすが日本人」だと思います。                        （日本人Ｄ児の感想） 
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ブラジルとペルーの学校生活に関して 

教えるブラジル・ペルー人児童 

アイヌ語を教える日本人児童 

児童の発言や様子から「日本人はすごい！」という意識が児童の間で広がっていくことが感じられた。 
 ④や⑤のような活動を通し

て、和の文化の体験を重ねる

につれて、児童は、和の文化

への親しみを深め、「（文化の）

違いって、おもしろい！」と

いう意識を持つようになって

いった。 

 
 

 ２－２ 「心を伝え合おう！」  

① 文化を教え合おう！（学活） 
 「誇りをもって生きよう！」の実

践を通して、児童は、自国の文化へ

の愛着と関心を高めていった。自主

学習（宿題）で、自国の文化に関す

る調べ学習を進め、クラスで紹介す

るようになった。朝学習、給食後の

時間などの隙間時間を用いて、この活動を約１か月続けた。外国人児童は、ブラジルとペルーの学校生

活に関して、現地の教科書や写真を持ってきて発表した。日本人児童は、おせち料理、配膳のマナー、

関西弁、アイヌ語などの日本文化について授業をした。授業を受けている児童は自主的にポイントをメ

モしたり、意欲的に質問をしたりしていて、文化の学び合い、相互尊重の心が自然に広がっていった。 
② 友達からポルトガル語やスペ 

イン語を学ぼう！（外国語活動） 

外国語活動の１つとして、外国人児童

にポルトガル語やスペイン語の先生に

なってもらい、授業をしてもらう活動を

続けてきた。外国人児童は授業以外でも、

自主学習で、スペイン語やポルトガル語

の紹介記事をのせた自作新聞を作ってくるなど、自文化を伝えることに熱心に取り組んだ。ブラジル人

児童がポルトガル語で話をしているとイライラした様子を見せていた日本人児童が同じ状況で寛容な

心を見せるようになった。ブラジル人児童にポルトガル語で進んであいさつをする日本人児童も出てき

た。外国人児童は「日本語で話そう」という呼びかけに、素直な心で応じるようになっていった。 
 ２－３ 「希望を広げよう！」 

① クラスの絆を深めるためにできることをしよう！（学活） 
 学級委員を中心に、クラスに意見箱を設置し、多文化共生の希望

をクラスに広げる自主的な活動が始まった。意見箱に寄せられた児

童の意見をもとに、右のような、クラスの「１１条憲法」を作り、

クラスに掲示したり、ブラジルの遊びを企画・実施したりしてきた。

児童の様子から、自分の力で、自分が生活する社会を協力してよく

していこうという希望が感じられるようになってきた。 

④ 日本の伝統芸能を体験しよう！ 

（音楽） 

 

⑤ 和の文化を写真で表現 

しよう！（修学旅行） 

 

ブラジル人児童のポルトガル語の授業 

日本舞踊を楽しむブラジル人児童 「将軍に面会する大名たち」を表現！ 

スペイン語紹介： ペルー人児童の自作新聞 

１１条憲法： 絆をもっと深めるために 

１ 言い方に気をつける。 
２ わからないことは聞く。（ポルトガル語） 
３ 笑顔になる言葉を使う。 
４ 安心できる話し方をする。 
５ ネガティブをポジティブに変える。 
６ 相手のよいところを生かす。 
７ 短所でなく、長所を広げる。 
８ テンションを合わせる。 
９ １日３回、意見を出す。 
10 学級委員の言うことを守る。 
11 キレる前に先生に言う。 

６ 



 
 

② 多文化共生劇を創ろう！（総合・学芸会）   添付資料： 劇の台本とダイジェスト映像 
 多文化共生アンケートをもとに、児童一人ひとりの多文化共生体験を引き出し、多文化共生劇を児

童とともに創った。学芸会で４５分間の劇「あのとき、君が好きになったよ」を上演した。劇を見た

保護者の感想などを通して、児童は多文化共生の希望を地域に広げたという実感を得ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 多文化共生のよさをビデオで伝えよう！（総合） 
「なんで、ここに、外人がいるの？」市内の陸上大会で、クラスの外国人児童が、他校の児童から、

このように言われた。「自分の国を離れてがんばってきたのに、そんなこと言われたら、つらい．．．」

すぐに、日本人児童が共感を伝えた。そこで、多文化共生のよさを伝えるビデオ「みんなちがって、

みんないい」（約２０分間の作品）を制作し、市内の全小学校約７０校に配布した。 

３ おわりに 

 「違いって面白い。もっと、いろんな文化を知りたい。」「違いがあるから助け合える。」「外国の子

がいて本当によかった。外国の子のよさが自分の成長につながった。」クラスの約３分の２の児童が、

小学校の一番の思い出として、多文化共生に関する自分の成長を卒業アルバムのテーマに選んだ。 
今後も、子どもたちが、多文化共生の希望であることを信じて、教育実践を続けていきたい。 

・多文化共生、日本人と外国人、考え方の違い、親としても色々なことを感じ、子どもとも接し、生活してきました。西保見っ子は本当

に良い経験をし、素晴らしい人生勉強をしています。 
・「自分は自分」という考え、しかし、共同体では、“協力”が必要という考え、それらを“実行に移す力”、子どもたちがこれらを身につ

けつつあることに改めて感心しています。多くの子どもが、この問題に積極的に取り組んでいること、分かり合うために何をするか考

えて行動する姿は、人として本当に大切なことを学んでいると思い、うれしい気持ちになりました。 
・この劇は、お互いの違いを認め合うために、とても大切なものだと思います。違う人同士の結婚のように、補い合い、助け合う。劇で

学んだことを未来にもっていってほしい。理解し合い、尊重し合って、さらによい世界をつくっていきましょう。 （保護者の感想） 

７ 


